
ようこそ、「津山まなびの鉄道

津山まなびの鉄道鏑鯨、わが国に現存す蕃扇形機関車庫の串で

2番目の規模を臆登る「旧津山扇形機関韓庫」や収蔵車両を中心とする

きまぎ藷蕪展示と憩いの施設で構成捏ねてい害す。この酒田の蝿綻還る、

価値罷る鉄遭遇産を後世にしっか喋と伝えていくこととともに、

穐薙苺の暮らしに深くがかわっ昔いる鉄道の成り立ち、

檀会や地域とともに発展してきた鉄道の窃ゆみ、しく観の変遷綻ついて蜜紹介し、

糟に、これから将来を担っていく小e画学生など若い世代の皆古窯誹㌔

鉄道に射し一層の理解を漂鵡ぞいただくことを目的としています。

ぜひ孟藍で楽しく学んでいただき、新たな発見をしていただくことを願っ昔い課す。
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津山まなびの鉄道館

名誉館長安原茂蔵
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邦朔脂毎滝山駅に造られた間津山扇形機関車庫は延床面積2，527品、総王嚢は当時の金額で11万600円でし

た。機関車収容線数17鯨、梅小路機関車庫に次ぐ現存二番目の規模官す。躯体は鉄筋コンクリート①フラット

スラブ構造で、向かって右の低棟には道具置場、技工長室、修繕萱、鍛冶場が置かれ、高藤は籍宜親ら第4、申

楳姫は第5から第17の機関車収容線が敷かれていました。

屋根高は低棟6，700mm、高棟8，450胴m、中標7，303m捕苔、第5線と第6線、第11線と第12線の間にはエキス

パンションジョイントがあります。ジョイント部分で中棟は高横島詰襟は低額に乗りが掛るように設計されていま

す。エキスパンの役割は温度によるコンクリ即卜の伸縮常地震姫よる揺れの遭い葱醸収し、巨大コンクリ細卜建造

物を繭壕から防ぐことにあると薯えら机でいます。背面を広い弗ラス惹雷覆っているのは、黒い蒸気機関車と煤

煙によって暗くなりがちな庫内に自然光を取り入れるためのものです。それが扇形機関車庫の特徴です。
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